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【背景】 有機薄膜トランジスタ（OTFT）のソース・ドレイン電極と有機半導体との間の接触抵抗の

問題は、微細化や集積化に伴い大きな課題となっている。特に、印刷プロセスを用いた場合、銀が電極

材料として多用されるが、銀と有機半導体のエネルギー障壁に起因した接触抵抗を低減する必要があ

る。本研究では、電極の仕事関数を改善することができるリンモリブデン酸（PMA）[1]を導入した銀ナ

ノ粒子インクを作製し、印刷型 OTFT の特性向上を図ったので報告する。 

【実験】 シュウ酸架橋銀アミン錯体の熱分解法により銀ナノ粒子インクを合成した[2]。シュウ酸銀と

アルキルアミンを混合して熱分解する工程で PMA を導入し混合型の銀ナノ粒子を得た。得られた銀ナ

ノ粒子をアルコールと非極性溶媒の混合溶媒に分散させ、インクジェット印刷用銀ナノ粒子インクを

調整した。ガラス基板を用い、下地層と絶縁層にメラミンと PVP を混合した架橋 PVP 溶液を使用し

た。ゲート、ソース・ドレイン電極として銀ナノ粒子インクをインクジェット印刷し、TMTES-Pentacene

をディスペンサにより塗布することで OTFT を作製した。トランジスタの電気特性を半導体パラメー

タアナライザにより評価した。 

【結果】 作製した銀ナノ粒子インクの塗布膜を焼成し、大気下光電子分光（AC-3）により仕事関数

を測定した結果を Fig.1 に示した。PMA を含有した銀電極は、事関数が 4.68 eV から 4.79 eV へ深くな

ることが確認された。この銀ナノ粒子インクを用いて作製した OTFT の顕微鏡写真を Fig.2 に、伝達特

性を Fig.3 に示した。PMA を導入した OTFT ではオン電流の増大が見られ移動度が 0.06 cm2/Vs から

0.18 cm2/Vs へ向上した。当日は、より詳細な電極特性や OTFT のコンタクト抵抗低減の効果について

報告する。 
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Fig.1 Work function of silver 

electrodes. 

Fig.2 Microscopic image of 

printed OTFT. 

Fig.3 Transfer characteristics of 

printed OTFT. 
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